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要 旨前回の報告において筆者は，いくつかの「へん」についての定量化を行い，定量的なレタリ

ング教育の可能性を示唆した。今回は更に「へん」の種類を増やし，代表的な「へん」の全てについて，

定量化の検討を行った。同時に，解析された「へん」同士の関係についても検討した。又っくりの画数

との関係において，例外的な位置にある文字について，その要因を考察した。その結果，定量化につい

ては，全ての「へん」について，前回と同様の結果が得られた。その際.rへん」の幅は.rへん」自体
の画数によって影響を受けていることが分かつた。又.rっくり」の部分の構成によっては.rへん」の
幅に例外的な影響を与えていることが分かった。

1.はじめに

従来，デザイン教育，特に視覚伝達デザイン

の分野の教育に於いて， レタリングの技術を習

得させることは，重要な基礎のうちのーっとさ

れている。それは，実践的なデザイン現場に於

いて電算写植やDTPが広く普及してきている
現在でもなお，変わっていなし、1)。むしろ，誰

もが容易に活字書体を扱えるようになった現在

だからこそ， レタリング技術の習得を通して，

書体の持つ特性をしっかりと把握し，利用して

いくことが必要である。

また現在，デザインの教育に於いては，コン

ピュータの利用が盛んに検討されている。本研

究では， レタリングの教育にコンピュータを用

いることによって，その教育効果を高めること

を考えた。

レタリング教育の初期の段階においては，文

字全体とそれを構成する各部分の，大きさや位

置のバランスを理解させることが重要であ

る2)3)。特に漢字のレタリングでは，部首同土
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を組み合わせて構成される場合が多いために，

その重要性は大きい4)5)。前回の報告において

筆者は，漢字の部首を定量化することによっ

て，学習者に対し，部首を構成する際の一つの

基準を与えると共に，漢字の構成についての理

解を促すことが可能であると考えた。そこで，

いくつかの「へん」についての定量化を行った。

その結果.Iへん」の幅は，っくりの画数によ

って，二つないし三つの値で、代表させる事が出

来るとし、う事が分かった。又.Iへん」の中心

を定める際の基準となる縦線については，その

幅が一つの値で、代表させる事が可能で、ある事，

その位置は「へん」の幅によって決定される事

が分かった6)。

本報告では，前回に引き続き.Iへん」の種

類を増やして，代表的な「へん」の全てについ

て，同様の手法によって定量化する事を試み

た。又，解析を行った「へん」同士を比較する

事によって.Iへん」自体の画数がその幅に与

える影響について検討した。更に.Iっくり」

の画数による「へん」の定量化の手法に当ては

まらない，例外的な文字について，その要因を

検討した。



2. 解析の手法

本研究ではサンプルとして，ゴシック体の一

つである，ゴシック4550とし、う書体を用いた7)。

これは現在，街頭のディスプレイや駅のサイン

等で広く使われている書体であり，視認性が良

く，レタリングの為のサンフ。ルとして適当で、あ

ると考えたからである。また解析の対象とした

「へん」は，表 1に示すように，常用漢字の中

で原則として20個以上の文字に使われている，

代表的な「へん」全てである。各々の「へん」

に分類されている文字全てについて，前回同様

の手法で解析を行った。本研究のサンフ。ルを選

ぶために用いた漢和辞典で、は，従来の字義によ

る分類を極力廃し，字形による分類方法を取り

入れている。例えば， r相」は従来その文字の
持つ意味から「目」部に分類されていた文字で

あるが， r見たままの感じによって推測される
部首に所属させた」とし、う方針によって， r木」
部に分類されている8)。レタリングは，文字を

形態から捉えて行く場合がほとんどであるた

め，この分類方法は，本研究においても適当で

あると考えられた。ただし同じ部首に分類され

ている文字でも，例えば「秀J(禾部)のよう

に， rへん」と「っくり」の構成に該当しない
文字は除外した。

漢字の書体にはほとんどの場合，正方形かそ

れに近い形の基準枠が設定されており，文字は

表 1 解析の対象とした「へん」

'" ん 画数 サンフ.ル数

にんべん 2 86 

2 1 ぎようにんべん 3 25 

3 日 くちへん 3 19 

4 てへん 3 78 

5 士 っちへん 3 26 

6 おんなへん 3 24 

7 りっしんべん 3 27 

8 さんずい 3 103 

9 こざとへん 3 28 

10 キ きへん 4 53 

11 月 っきへん 4 30 

12 のぎへん 5 22 

13 いとへん 6 52 

14 吾ロ ごんべん 7 56 

15 量 かねへん 8 28 

その基準枠に合わせて納まるように設計されて

いる。ゴシック4550の場合も， 45 x 50の比で基

準枠が設定されている。そのことを利用して次

のような手法で解析を行った。

①基準枠の左右が100dotとなるように分解能

を設定し，イメージ・スキャナを用いてドット

.イメージに分解した。

②図 lに示したように，各サンフ。ノレの，へんの

特徴をそれぞれa，b， cとし， ドザト数によ

一回一=ロ
図1 へんの解析のためのデータ
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って数値化し，へんの構成要素とした。ただ

し， Iごんべん」の様に， Iへん」の中心付近に

基準となる縦線が含まれていないものについて

は， Iへん」の幅のみを構成要素とした。

①各サンプルの， Iっくり」の画数を調べ，あ

わせて文字を構成するための一つの要素とし

Tこ。

④以上のデータを基に，コンビュータを用いて

各要素のヒストグラムと，二つの要素聞の相関

を求めた。

⑤各「へん」毎に得られたデータに， Iへん」

の画数を加えて，二つの要素聞の相闘を求め

fこ。

3. 結果 と考察

1)解析の結果，各「へん」毎に見ると，前回

にんべん

ぎようにんべん

くちへん

てへん

っちへん

立 おんなへん

りっしんべん

さんずい

こざとへん

きへん

っきへん

のぎへん

いとへん

ごんべん

かねへん
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の報告と同様の結果がみられた。すなわち，

「へん」は，その回数の多少や形態の如何に関

係なく，同様の手法によって定量化できる事が

分かった。

次に，各「へん」の持つ特性が，その幅に与え

る影響について検討したところ，以下のような

事が分かった。

2) a値について，その標準偏差σ及び平均

値を各「へん」同士で比較してみると，図2に

示すように， Iへん」の回数が増加するにした

がって， a値も増加する傾向にあることが分か

った。この事から， Iへん」の幅は，その「へ

ん」自体の回数によって影響を受けることが分

かった。又， Iさんずい」については，画数と

は関係なく， a値が低い位置にある事が分かっ

た。これは，さんずいが他の「へん」に比べて，

特殊な形態をしているためであると推察でき

40 
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• 
平均値

60 dot 

|標準偏差σ

図2 「への」の帽の平均値
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縦軸:っくりの画数と

a値の相関係数
横軸:へんの画数

相関係数=-0.17

縦軸:っくりの函数と

afu直の相関係数
横軸:a値の平均

相関係数士一O目11

縦軸:っくりの画数と

a値の相関係数
横軸 :a値の幅
(最大値一最小値)

相関係数=-0.39

図3 へんの要素が， a値とっくりの画数の相聞に

与える影響 (サンプル記号による相関図)

( 68 ) 



;a.6. 

E岡

今固までの研究で， Iへん」の幅は「っくり」

の画数によって，各「へん」毎に，二つないし

三つの値で代表でき，また，その値は「へん」

の画数が多くなるにつれて大きくなる傾向にあ

る事が分かった。この事に基づき，各「へん」

毎にその幅について定量化を行ったものが，表

2である。前述の様に「へん」の定量化は各々

の「へん」毎に独自のものであり，一様ではな

い。したがって，代表とする「へん」の幅の値

とその数を定めるには，各「へん」毎のっくり

の画数と a値の相関図から見定めて行くしかな

かった。その為にa値の標準偏差σ等，特定

の数値とは必ずしも比例しない。

又， Iへん」の中心を定める上で基準となる

縦線が「へん」に含まれている場合，その幅は

一定であり，位置は「へん」の幅によって決定

される。

これらの事から，この表があれば，代表的な

「へん」については，比較的バランスの取れた

「へん」を一つの基準として，初期段階の学習

者に対して即座に提示する事ができる。同時に

この表は，コンビュータを用いたレタリング教

育用シミュレーションを実現させる有用な材料

ともなるのである。

漢字のレタリング教育における「へん」の定量化に関する研究

結4. 
る。

3) Iへん」の幅と「っくり」の画数において，

各「へん」毎に得られた相関係数は必ずしも近

い値を示していなかった。つまり， Iっくり」

の画数が「へん」の幅に与える影響の強さは，

「へん」によってばらつきが見られた。そこで，

「へん」の幅と「っくり」の画数の相関係数に，

「へん」自体の持つ要素が影響を与えているか

どうかについて調べる為，相関処理を行った。

その結果図3に示すように，何れもの要素もへ

んの幅とっくりの画数の相関係数に影響を与え

ている様子は見られなかった。なお，図中の番

号は，表1の各へんの番号を表している。この

結果から， Iへん」の幅と「っくり」の画数の

相関関係は，各々の「へん」の持つ独自のもの

である事がわかった。

4)今回，解析を行ったサンフ。ルの中で， Iへ

ん」の幅と「っくり」の画数の相聞において，

図4に示すように，サンプルの集中している部

分から外れているものが，し、くつか見られた。

ここに示した例は，何れも「画数がさほど多く

はないにも拘らず，へんの幅がきわめて小さ

し、」というものである。要因としては， Iっく

り」の部分の構成が考えられる。「っくり」自

体が， Iへん」と「っくり」の様に縦に並ぶ構

成を持つため，その幅が他の文字に比べて例外

的に大きくなっていると考えられる。
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表2 iへん」の幅の定量化の値

っ回数く(り函の) へ(んdoのt)幅

にんべん 2~7 34 

8~15 30 

ぎようにんべん 3~7 36 

8~13 30 

くちへん 3~8 36 

9~14 30 

てへん 2~6 40 

7~11 37 

12~14 33 

っちへん 3~6 39 

7~13 36 

おんなへん 2~5 45 

6~13 40 

りっしんべん 3~8 42 

9~13 39 

さんずい 2~5 32 

6~9 30 

1O~16 27 

こざとへん 4~8 40 

9~13 37 

きへん 1~6 45 

7~16 38 

っきへん 2~5 40 

6~10 37 

11~16 34 

のぎへん 2~8 46 

9~13 41 

いとへん 3~7 46 

8~13 43 

ごんべん 2~6 44 

7~9 40 

10~13 37 

かねへん 2~7 49 

8~15 46 

( 70 ) 

また今回の研究で， Iっくり」の形態によっ

て定量化された「へん」が用いにくい，例外的

な文字がある事が分かった。この例外的な文字

の扱いについては，定量化された「へん」を実

際に利用して行く上で，検討して行かなければ

ならない課題である。

もう一つの重要な課題として，今固定量化さ

れた「へん」を用いて出来るレタリング文字に

ついて，どの程度まで美しさを求めるべきか，

又その評価基準の確立についても検討して行か

なければならない。
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